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は じ め に 

 

久留米普及指導センター管内は、筑後川の豊富な水、そしてその筑後川流域

と耳納山麓に形成された農地で、多くの品目で優れた農業経営が行われており、

県内でも後継者が数多く就農するなど、今後の農業の発展・拡大が大きく期待

されております。 

平成 27 年度は、８月に台風 15 号が９年ぶりに九州北部に上陸、１月には積

雪とマイナス６℃の最低気温を記録した寒波に見舞われ、ハウスや農作物に被

害が発生しました。毎年のように発生する異常気象の中で農畜産物の生産管理

がますます難しくなっているところです。 

県では、「福岡県農林水産業・農山漁村振興条例」の３つの基本理念である「収

益性の高い足腰の強い農林水産業の確立」、「安全で安心な農林水産物の生産と

食及び木材利用の重要性への県民の理解促進」、「景観の形成や県土の保全など

多面的機能の維持増進」に向け、各種施策を行っております。 

普及指導センターといたしましても、関係機関や生産者の皆様としっかり連

携し、部門ごとの課・係体制と地域を対象としたプロジェクト班体制をとり、

農業発展の支援に取り組んでいるところであります。 

この成果集は、そのような取組みの一端を掲載したものです。まだまだ、発

展の過程にあるものが多くありますが、普及指導センターの活動をご理解して

いただく参考になれば幸いです。 

 

   

 

平成 28年 3月 

 

         朝倉農林事務所久留米普及指導センター長 林 信行 



 

 

目        次 

 

                               (ページ) 

１ 経営のステップアップによるみい地域の農業振興 ・・・・・・・・ １ 

 

２ 新規就農者の定着と経営確立 に向けた取り組み・・・・・・・・・ ３ 

              

３ 集落営農組織の法人化支援 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４  

 

４ 県育成の水稲新品種「実りつくし」の現地適応性 の実証 ・・・・ ５ 

 

５ 病害対策によるホウレンソウの生産安定 ・・・・・・・・・・・・ ６ 

 

６ 新技術の導入によるトマ ト・キュウリの増収 ・・・・・・・・・ ７  

 

７ 県育成品種及びオリジナル品種による花き花木の生産 振興 ・・・ ８  

 

８ 花き・花木産地を担う青年農業者の育成 ・・・・・・・・・・・・ ９           

 

９ カキ「秋王」の導入推進と「早秋」の安定生産による産地の再興 ・  10 

 

10 ナシ省力栽培の普及拡大 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11 

 

11 経営継承を見据えた酪農家への経営支援  ・・・・・・・・・・・ 12 

 

12 トピックス(注目の活動・技術の紹介) 

 

(1)工程管理でコマツナの品質と信頼の向上 ・・・・・・・・・・・ 13 

 

(2)博多和牛素牛産地の育成 ・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ 14 

 

13 参考資料 

（１）平成 27 年の気象 ・・・・・・・・・・・・･・・・・・・・  15 

  （２）平成 27 年度の主な展示ほ概要 ・・・・・･・・・・・・・・  17 

  （３）平成 27 年度普及指導センター活動情報一覧 ・･・・・・・・・ 19 

（４）受賞実績・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   21 

（５）普及指導センターの活動体制 ・・・・・・・・・・ ・・・・  22 

（６）普及指導センター位置図・・・・・・・・・・・・・・・・・   23               



 - 1 -

経営規模

販売額

経営のステップアップイメージ経営のステップアップイメージ経営のステップアップイメージ経営のステップアップイメージ

５０００万円

法人化：ﾄｯﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ
分業体制の確立

経営管理の高度化

ステップアップ

規模拡大

雇用拡大

雇用型経営確立

１ 経営のステップアップによるみい地域の農業振興 

～産地をけん引するトップリーダーの育成～ 

 

【対象の概況】（平成 25 年度） 

  ＪＡみい周年野菜部会      10 部会 136 名    販売額約 33 億円 

「みずな」､「小松菜」､「博多小ネギ」、「ニラ」、「サニー」、 「サラダナ」､「パセリ」 

「ラディッシュ」､「中国野菜（チンゲンサイ）」、「促成小物（大葉シソ・将軍ネギ）」 

ＪＡみい切り花部会        40 名          販売額約 2 億円 

  トルコギキョウ、ガーベラ、ユリ類など 

三井地域集落営農組織     45 組織（うち法人６組織） 

 

【課題化の背景】（実施期間：平成 25～27 年度） 

みい地域（小郡市、久留米市北野

町、大刀洗町）は、野菜・花きの生

産が盛んな地域で、ＪＡには約５０

の生産部会・研究会があります。園

芸産地の充実・強化のため、雇用型

経営を推進するとともに、産地の主

要品目である周年野菜について、土

壌改善と周年安定生産技術を中心と

した栽培技術確立を進めました。加

えて、集落営農組織・法人に対して

は園芸品目導入推進を行いました。 

また、経営感覚に優れた担い手の育成・確保を図るため、規模拡大後の大規模施

設園芸経営の確立や法人化志向農業者に対し、法人化を支援しました。   

                                                                                                                             

【活動内容】 

１ 雇用型園芸産地の充実・強化 

○雇用拡大農家への経営計画試算、雇用導入    

支援、資金計画策定等による経営改善支援 

○農業経営研修会の開催：経営・労務管理    

○集落営農組織園芸品目導入支援および作付 

け定着指導：導入意向調査、役員会での導 

入検討                   写真１写真１写真１写真１    技術・経営相談会技術・経営相談会技術・経営相談会技術・経営相談会 

２ 経営感覚に優れた担い手の育成         

○技術・経営相談会（写真１）：ＪＡの主要２品目（ミズナ、コマツナ）の部会員

を対象に、土壌改善、計画出荷、規模拡大や雇用導入について課題の把握および

安定生産支援 
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○経営管理能力向上研修会：経営者能力、人材育成、法人化について研修実施 

○園芸法人化研修会：法人化志向農業者や規模拡大農業者を対象に年間３回講座 

を２年間実施（写真２） 

○園芸法人への個別指導：新規設立法人に対し、課題把握とフォローアップ実施  

 

【成果】                          

１ 雇用型園芸産地の充実・強化 

〇雇用拡大経営体数の増加    

主要品目であるコマツナ、ミズナ部会員

36 戸のうち 29 戸が雇用を拡大しました。 

〇園芸品目導入組織数の増加 

  集落営農組織２組織の園芸品目の試作

を支援した結果、１つの法人によるホウレ

ンソウ作付が開始されました。        写真２写真２写真２写真２    法法法法人化研修会の開催人化研修会の開催人化研修会の開催人化研修会の開催 

 

２  経営感覚に優れた担い手の育成 

〇施設葉菜規模拡大農家戸数の増加 

平成 25～27 年で延べ 45 戸が規模 

拡大しました。（図１） 

〇販売額5,000万円達成農家数の増加 

平成 25～27 年で周年野菜部会員の 

17 戸が 5,000 万円を達成しました。 

（図２） 

〇園芸農家の法人化          図１図１図１図１    施設園芸規模拡大農家数（累計）施設園芸規模拡大農家数（累計）施設園芸規模拡大農家数（累計）施設園芸規模拡大農家数（累計）  

平成 25～27 年で施設園芸農家 10 戸    

が新たに法人化しました。 

                                                                 

【これからの取組み】                                     

みい地域における園芸産地のさらな

る充実強化を図るため、雇用型経営はも

とより、新規就農者や女性農業者など多

様な担い手に対し、栽培技術および経営

管理に関する支援を行います。 

規模拡大農家（法人含む）に対し    

個別課題（栽培管理、労務管理、経営 

管理）の解決へ向けた継続的支援を行い

ます。 

                  （三井地域プロジェクト班） 

図２図２図２図２    販売額販売額販売額販売額 5,0005,0005,0005,000 万円達成農家数（累計）万円達成農家数（累計）万円達成農家数（累計）万円達成農家数（累計） 
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２ 新規就農者の定着と経営確立に向けた取り組み 

 

【対象の概況】  

平成 24～26年度における、久留米普及指導センター管内新規就農者数は 116名、うち

新規参入者とＵターン就農者の合計は 105名（90％）に上り、年齢も 30歳以上が多数を

占めています。 

 

【課題化の背景】（実施期間：平成 27 年度） 

多様化した背景を持つ新規就農者への支援と新規就農者間の交流を図る必要がありま

す。また、平成 26年 10月からは、認定新規就農者の認定が県から市町へ移管され、青

年就農給付金の業務と合わせて、新規就農者支援に関する市町の役割が拡大しました。 

 

【活動内容】 

１ 新規就農者への支援 

○ 関係機関との連携強化 

・普及指導センターで一括して開催していた新 

規就農者意見交換会を関係機関との役割分担 

のもと市町単位で開催、新規就農者が抱える 

課題への助言者として、農業士、アドバイザ 

ーが参画 

・土壌肥料、病害虫の講座や視察研修などの 

営農基礎講座の開催 

 ○新規就農者個別巡回の実施  

 ・ＪＡの部会に参加していない新規就農者や給付金未受給者等、関係機関との関係が 

希薄となりがちな新規就農者に、普及指導員が巡回し経営目標達成に向けた支援を実 

施 

【成果】 

１ 新規就農者への支援 

○ 意見交換会等への参加者が増加 

新規就農者意見交換会、営農基礎講座を、平成 27年度は市町、ＪＡ、農業士、女

性農村アドバイザーとの連携のもと、久留米、三井、うきはの３地区で開催しました。 

従来、10名前後であった新規就農者の参加者が 60名以上と大幅に増加し、少人数

グループでの意見交換等について参加者から高い満足度が示されました。 

  ○ 目標を達成した新規就農者が増加 

    担当者による巡回を実施し、研修会等への参加促進、経営上の課題解決のための聞

き取りを行った結果、約 30％の新規就農者が就農計画策定時の目標を達成しました。 

 

【これからの取組み】 

関係機関、農業者との連携強化によって、新規就農者への各種支援活動を

実施することができました。参加者からの意見を参考にして、新規就農者の

経営確立に資するよう内容の充実を図っていきます。  

（地域振興課 地域係） 

意見交換会（久留米地区）  
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３ 集落営農組織の法人化支援 

【対象の概況】 

  管内の集落営農組織（100任意組織）（平成 26年度） 

 

【課題化の背景】（実施期間：平成 27年度） 

  管内の集落営農組織では、地域の永続的な担い手育成や経営所得安定対策への対応、

経営力強化のため組織の法人化が求められています。 

そこで、法人化を志向している集落営農組織に対し、関係機関と一体となって法人化

に向けて重点的な支援を行いました。 

 

【活動内容】 

１ 各地区・ＪＡごとの取り組み 

○担い手連絡会議、プロジェクト会議等

で重点組織の選定、法人化までのスケ

ジール策定、研修内容の検討 

○集落営農組織の法人化に向けた研修

会等の実施 

２ 重点組織支援 

○組織ごとの状況に対応した個別課題

解決の支援 

○福岡県農業経営アドバイザー派遣事

業を活用した法人設立支援(税理士、

司法書士が指導)             集落営農法人の創立総会（久留米市） 

 

【成果】                       

○平成 26年度までに、管内で集落営農法

人は 32組織設立されました。 

○平成 27年度は、久留米市で（農）大坪

ファーム（５月）､田川西生産組合（５

月）､（農）筒江（７月）､（農）さん

のう（９月）､（農）くるめ・大橋ファ

ーム（12月）、（農）すみよし（３月）

が設立されました。 

また、小郡市で（農）花立（７月）が

設立されました。      

 

【これからの取組み】  

今後も、関係機関・団体等と連携し、集落営農組織の法人化に向けて重点組織への支

援を行うと共に、法人化した組織の経営力の強化を図ります。                       

（地域振興課 水田農業係） 

     管内の集落営農法人数（単位：組織） 

市 町 名 
H24年

度まで 
H25年度 H26年度 H27年度 

久留米市 11 4 8 6 

小郡市 3 
  

1 

うきは市 4 
   

大刀洗町 
 

1 1 
 

計 18 5 9 7 
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４ 県育成の水稲新品種「実りつくし」の現地適応性の実証 

【対象の概況】 

管内の平成 27 年産主食用米品種別作付面積(ha %)  朝倉農林事務所調べ  

 夢つくし 元気つくし ヒノヒカリ その他 計 

管内計(ha) 1,101 1,052 3,020 812 5,985 

構成割合(%) 18.4 17.6 50.5 13.6 100.0 

   

【課題化の背景】（実施期間：平成 27 年度） 

現在、管内の主食用米は 「ヒノヒカリ」に大きく偏っている 作付品種構成の

ために、「元気つくし」等の県育成品種への転換を推進 するとともに、高品質米

の安定生産を目指し た活動を実施しています 。 

 26 年度末に県育成の新品種「実りつくし」が準奨励品種となったことを受け、

栽培展示ほを設置して 現地適応性を検討し ました。 

※「実りつくし」は中生の晩品種であり 、多収で高温に強く 、外観品質に優

れる良食味米です。 

 

【活動内容】 

１  新 品 種 「実り つくし」の現地適応性の調査 

○実証ほ（１か所）、栽培展示ほ（６か所）を 

設置し、生育・品質・収量実態調査を実施  

しました。 

 

【成果】 

１  新 品 種 「実り つくし」の現地適応性の確認 ひ 

○ 「 実 り つ く し 」 は 「 ヒ ノ ヒ カ リ 」 と  

比 較 し て 、 成 熟 期 が ４ ～ ７ 日 程 度 は  

遅 く 、 収 量 が ７～13％程度多い。 

検査等級は１等で、食味は「ヒノヒカリ」 

より優る傾向であることが確認されました。 

○ 稈 長 は や や 短 く ､ 耐 倒 伏 性 に 優 れ る  

が 、い も ち 病 に 弱 い こ と が わ か り ま し た 。 

○ 以 上 の 結 果 を 栽 培 技 術 資 料 に 反 映 し て 、 生 産 者 に 周 知 し ま し た 。 

 

【これからの取組み】 

今 後 も 、 主食用米 はバランスの良い品種構成を目指すとともに、県産米の

ブランド力強化に取り組 んでいきます。 

       （地域振興課 水田農業係） 

倒伏程度の品種間差  

ヒノヒカリ 実りつくし 

「実りつくし」の収穫  
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５ 病害対策によるホウレンソウの生産安定 

 

【対象の概況】    

    ホウレンソウ生産組織状況       (H24年度実績(加工を除く)) 

組織名 戸数 面積 出荷量 組織名 戸数 面積 出荷量 

JAくるめ 43戸 28ha 295t JAにじ 66戸 16ha 254t 

JAみい 46戸 23ha 345t ｺｽﾓﾌｧｰﾑ 1法人     

 
計 156戸 67ha 894t 

 

【課題化の背景】（実施期間：平成 26～27年度） 

機械化や作業の外部委託により産地が拡大するなか、平成 25 年 11 月から翌年５月に

管内のホウレンソウにおいて「べと病」が発生し、春先の出荷量が大きく減少しました。 

大発生した主な要因として下記が上げられます。 

①� 防除対策が抵抗性品種の利用に偏っていたこと。 

②� 農薬による予防防除はほとんど実施されていなかったこと。 

③� 病害の拡散速度が速く生産者個々の防除では地域として抑えきれなかったこと。 

④� 各組織の情報を共有する体制がなかったこと。 

 

【活動内容】 

１ 効果的な防除体系の確立 

○ 発生状況調査及び農家における農薬防除効果ア

ンケート調査の実施 

○ 品種比較展示ほ及び薬剤体系防除展示ほの設置 

○ べと病対策講習会の開催 

２ 連絡体制の確立 

○ 連絡会議の開催 

管内の各ＪＡ、青果市場等で構成し、べと病初

発生時の迅速な情報共有及び品種毎の発生状況

を把握、効果的な防除対策を検討しました。 

【成果】 

１ 生産の安定 

○総合的な防除体系モデルの作成及び防除率の向上 

○新たなべと病抵抗性品種の導入 

 ２ 連絡体制の確立 

○地区・組織を越えた連絡会議の開催による情報共有 

○迅速な情報共有により、防除効果の高い発生初期の防除が可能となりました。 

 

【これからの取組み】 

新たに導入した抵抗性品種でも一部の地域においてべと病の発生を確認し

たため、今後も各組織相互の情報連絡体制を維持し、地域が一体となった防

除対策を推進します。 

（野菜花き課 野菜第一係） 

ホウレンソウべと病連絡会議 

現地研修会 
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６ 新技術導入によるトマト・キュウリの増収 

 

【対象の概況】  

ＪＡにじトマト部会（構成員数 41人 面積 1,345haうち養液栽培 834a） 

ＪＡくるめトマト部会（構成員数 20人 面積 530a） 

ＪＡくるめキュウリ部会（構成員数 20人 面積 424a） （平成 26年度） 

 

【課題化の背景】（実施期間：平成 25～27年度） 

冬春トマト、キュウリ栽培では厳寒期のハウス内の炭酸ガス濃度の低下対策が課題と

なっており、新技術としての光合成促進装置の導入効果の評価が求められていました。 

また、冬春トマト栽培における省エネ対策としてのヒートポンプ、冬春キュウリにお

ける生育促進及び病害防止対策としての循環扇の導入が検討されていました。 

そこで、高収量者や新技術導入施設の栽培管理や生育状況を調査分析し、収量向上の

ための支援を行いました。 

 

【活動内容】 

１ 新技術導入にむけた支援 

○ 試験研究成果に基づく新技術説明会の開催 

○ 新技術展示ほの設置 

２ 収量向上のための支援 

○ 炭酸ガス濃度、温湿度管理の調査分析 

○ 栽培管理、病害虫防除(天敵導入含む)の情報提供 

 

【成果】 

１ 新技術導入農家の増加 

○ 光合成促進装置 

増収効果が高い技術であることから、ＪＡくるめキュウリ

部会では 24年度未導入から 27年度には 14戸が導入しま

した（以下、導入比較年度は同じ）。なお、既に導入が進

んでいたＪＡにじトマト部会では導入農家は５戸から９

戸に増加しました。 

○ ヒートポンプ 

暖房コストの削減に向けＪＡにじトマト部会で 11戸から 20戸に増加しました。 

○ 循環扇 

ＪＡくるめキュウリ部会では 17戸から 19戸に増加しました。 

２ 収量向上 

○ＪＡくるめキュウリ部会の27年度収量は19.4t/10aで24年度を1.4t上回りました。 

 

【これからの取組み】 

新技術が導入されたほ場を対象に環境管理実態調査、生育調査を継続し、

より生産性の高い施設内環境管理技術の確立を図ります。 

（野菜花き課 野菜第二係） 

トマトの生育調査の様子 

ヒートポンプ 
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７ 県育成品種及びオリジナル品種による花き花木の生産振興 

 

【対象の概況】 

管内育種グループ及び生産組織 ５組織、95 名（平成 26 年度） 

 

【課題化の背景】（実施期間：平成 27 年度） 

福岡県はアジサイ及びツバキの品種を育成し、このうちアジサイの３品種は、平成 26

年の全国規模の品評会入賞により、需要が高まっています。また、大輪で独特の香りを

持つツバキは、その特性から商品性が高く、ツバキ振興に期待が寄せられています。一

方、管内は生産者グループ等による民間育種が盛んで、育種支援を行っています。 

そこで、試験研究機関等と連携しながら、産地強化につながる県育成品種の普及拡大

とオリジナル品種の育成支援に取り組み、産地活性化を図っています。 

 

【活動内容】 

１ 県育成品種の普及拡大 

 ○県域アジサイ組織活動への参画、支援 

 ○アジサイの新規生産者の技術向上のための定期的な現地巡回指導 

 ○アジサイ安定生産技術の確立のための実証ほ（施肥方法、摘心時期）の設置  

 ○香りツバキ「耳納の香」の普及と消費拡大に向けた展示会開催支援 

２ 新品種・系統育成 

 ○試験研究機関と連携した育種グループの交配育種支援 

 ○育成品種、優良系統の生産技術確立、有利販売に向けての現地検討会の開催 

 ○若手生産者への育種に対する意識醸成に向けた研修会の開催 

 ○育成された品種の特性調査・登録申請支援 

 

【成果】 

１ 県育成品種の普及拡大 

○アジサイは、生産者が２名から４名に増え、出荷鉢

数は 6.9 千鉢を出荷しました。 

○ツバキは、栽培許諾契約者を含め４経営体が 540 本

の苗を生産しました。 

 ２ 新品種・系統育成 

○試験場の技術提供を得ながら 10 年間継続的に支援

してきたアジサイ育種グループが育成した３系統の

うち２品種を登録出願し、新たに有望な２系統を選抜

しました。 

○生産者の品種登録及び商標登録の相談に対応し、アジ

サイ、常緑ヤマボウシの３品種の登録申請を支援しました。 

  

【これからの取組み】 

新たに選抜したアジサイの有望２系統の登録出願を支援するとともに、育

種グループの品種育成後の生産、販売等の活動を支援します。 また、継続し

て若手生産者への育種に対する意識醸成を 行っていきます。 

 （野菜花き課 花き係） 

品種登録出願された 

アジサイ新品種 
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８ 花き・花木産地を担う青年農業者の育成 

 

【対象の概況】（平成 26 年度） 

ＪＡにじコンテナ部会青年部（10 名、H24 組織化） 

ＪＡにじ鉢物部会青年部（9 名、H25 組織化） 

久留米花卉農協シクラメン研究会若手勉強会(3 名、H24 組織化) 

ＪＡみい切花部会若手生産者(5 名、未組織) 

 

【課題化の背景】（実施期間：平成 27年度） 

久留米は県内一の花木・鉢物産地であり、優れた生産技術と独自の販路によって有利

販売を進めてきました。後継者の就農も増えているため、若手生産者の組織化および組

織による定例活動を支援し、これまでに３組織の育成を行っています。 

さらに、切花の若手生産者の育成を図ることにより、久留米地域の花き・花木産地の

担い手として、経営感覚に優れた後継者の育成、技術の伝承を支援しています。 

 

【活動内容】 

１ 青年農業者の育成 

 ○個別カウンセリング・コンサルテーション 

 の実施 

 ○組織による現地検討会・講習会の開催支援 

 ○個別巡回指導 

 ○全体研修会の開催 

２ 組織の育成 

 ○組織化を目指した研修会の開催 

 ○組織化に向けた他産地若手生産者との交流会 

 

【成果】 

１ 青年農業者の育成 

○個別面談を行い、生産者ごとの目標の策定、

振り返りを行い、12 戸が新たに目標を策定

し、11 戸の目標達成を確認しました。 

○鉢物部会青年部においては、活動について

のアンケート、戸別面談を行い、課題の把

握、要望の抽出を行った結果、有志勉強会

(6 名)が発足しました。 

  

【これからの取組み】 

目標達成に向けた個別フォロー、および、組織活動を通じ、後継者の育成

を継続して行います。 

他産地の生産者組織との交流を進め 、切 花部会若手生産者の 組織化を支援

します。          

                     （野菜花き課 花き係） 

有志勉強会 

現地検討会 
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９ カキ「秋王」の導入推進と「早秋」の安定生産による産地の再興 

 

【対象の概況】 

     かき部会状況                      （平成 26年度現在） 

 

 

 

 

 

【課題化の背景】（実施期間：平成 25～27年度） 

「秋王」は、福岡県が育成した甘柿で、糖度が高くサクサクした食感と、果皮色はきれ

いな橙赤色で、種がほとんどないという優れた特徴があり、10 月中旬から 11 月上旬頃に

出荷・販売する品種です。このため、｢秋王｣の普及拡大によりカキの産地振興を図ってい

ます。 

また「早秋」は、指導対象を絞り低収量園の技術指導等で 10 アール当たりの出荷数量

の増加と作付け拡大を進めています。 

 

【活動内容】 

１「秋王」の導入推進 

苗の定植、新梢管理、剪定等の栽培管理講習会の実施 

高接ぎ樹や若木での結実安定、品質向上対策展示ほの設置   

２「早秋」の安定生産 

栽培管理指導会の実施 

重点対象調査と指導 

 

【成果】 

１「秋王」の導入推進 

○平成 23 年 0.4 ha →平成 27 年 25.6ha 

２｢早秋｣の安定生産 

○目標単収 1500kg/10a 以上の戸数 

  平成 23 年 0 戸 →平成 27 年 39 戸     

○「早秋」の栽培面積            

平成 23 年 18.8ha →平成 27 年 21.8ha 

【これからの取組み】 

｢秋王｣は、平成 27 年に初出荷され、取引市場から非常に高く評価されまし

た。しかし、外観不良による秀品以外の割合が高かったことから、今後は秀品

率向上を図ります。併せて、｢秋王｣の結実安定等の技術確立を図っていきます。  

｢早秋｣は、引き続き、栽培管理講習会と対象を絞った重点指導を実施し、更な

る出荷数量の増加を目指します。  

（果樹畜産課 果樹係） 

   早秋 秋王
面積（ha） 面積（ha）

JAにじ 549 404.0 14.2 18.1
JAくるめ 85 42.0 3.8 1.8

戸数（戸） 面積（ha）

｢秋王｣の現地講習会  
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10 ナシ省力栽培の普及拡大 

 

【対象の概況】 

なし部会状況 （平成２７年度実績） 

  
戸数

（戸） 

栽培面積

(ha) 

ジョイント栽培農家（重点対象） 

戸数（戸） 面積（ha) 

JA にじ 47 24 6 1.8 

JA くるめ 19 9.9 6 2.2 

合計 66 33.9 12 4.0 

【課題化の背景】（実施期間:平成 27 年度） 

ナシ産地では高齢化が進み、産地の維持が懸念されています。ナシ経営では、せん定

作業が可能な面積で経営規模が決まるため、せん定作業の省力化と、作業時間の削減が

大きな課題となっています。 

そこで管内のナシ農家に、直線的な樹形によりせん定作業が省力化されるジョイント

整枝栽培方法の導入を進めているところです。このため、既に導入したナシ園を分析し、

新規導入者に対し、重点指導を行い生産の安定化を図っています。また、青年部を中心

に未導入生産者への普及拡大を行い、ナシ産地の振興を図っています。 

【活動内容】 

１ ジョイントの接ぎ木の早期実施 

○ 栽培管理の理解度調査、対象農家ごとの目標設

定・指導 

○ 栽培講習会、互評会の開催 

２ ジョイント栽培の導入面積拡大 

○ 改植推進説明会、省力栽培に対する意識調査の

実施 

○ 青年部、女性部への導入支援 

○ 展示園の設置、労働時間（雇用）の調査 

【成果】 

１ ジョイントの接ぎ木の早期実施 

○ＪＡくるめとＪＡにじで接ぎ木率が上昇し、ジョイント栽培農家におけるジョイン

ト完了園が増加しました。 平成 26 年度 32％→平成 27 年度 53％ 

 ２ ジョイント栽培の導入面積拡大 

○ＪＡにじの青年部で１名ジョイント整枝を導入しました。そのため、ジョイント導

入園が 50ａ増加しました。 

【これからの取組み】 

ジョイント導入園において 、栽培管理の徹底により、より早く接ぎ木でき

るように支援していきます。 

また、ジョイント導入の優良事例の紹介等を行い、ジョイント整枝の導入

推進を図っていきます。 

 

（ 果樹畜産課 果樹係） 

栽培講習会 
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11 経営継承を見据えた酪農家への経営支援 

 

【対象の概況】  

県酪協久留米支所・朝倉事業所所属酪農家 

（構成員数 94戸 経産牛飼養頭数 4,092頭）（平成 26年度） 

 

【課題化の背景】（実施期間：平成 25年度～27年度） 

経費高騰による収益性悪化が顕著な中、酪農経営においては牛群規模、自給飼料およ

び副産物収入の確保並びに適正な経営管理が不可欠となっています。 

そこで、今後の円滑な経営継承を進めるため、生産基盤の維持については組織と個人

に対して一体的な支援を行うとともに、後継者の経営関与を促す支援を行いました。 

 

【活動内容】 

１ 繁殖検診・個別巡回の定期的実施 

○獣医師及び人工授精師と連携して繁殖改善指導 

○牛群検定データを活用した飼養管理改善の指導 

２ 講習会の開催 

○自給粗飼料生産講習会を開催し、作付計画や肥培

管理を指導、また、自給飼料の計量や分析を支援 

○肉用子牛生産講習会を開催し、各血統の特徴の解

説や、哺乳管理、群管理技術を指導 

 ３ 経営講座・経営分析の実施 

  ○各地区の青年組織メンバーを対象とした経営講座 

   を開催し、青色決算申告書を用いた経営の分析・把握方法を解説 

  ○経営コンサルを実施し、課題の洗い出しやその解決方法を検討 

 

【成果】 

１ 経営改善意欲の向上 

○後継者を中心とした若手酪農家で、生乳 1 kg当た

り生産原価等の経営指標を把握できる農家が増加

しました。 （H26：14戸 → H27：22戸） 

  ○久留米地域の今村浩星氏が九州酪農青年女性発表

大会において、収益性や飼養管理技術、資源循環

型酪農の実践等が高く評価され、農林水産省九州

農政局長賞を受賞されました。 

○久留米地域の大石信氏が日本酪農研究会において、

PDCAサイクルを活用した経営改善活動が高く評

価され、努力賞を受賞されました。 

 

【これからの取組み】 

酪農経営基盤の維持に向け、限られた労力で生産効率を高め、生産上のロ

スを減らすよう、生産技術力および経営管理能力の向上を引き続き支援しま

す。                      （果樹畜産課 畜産係） 

肉用子牛生産講習会 

九州酪農青年女性発表大会 
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12 トピックス(注目の活動・技術の紹介) 

(１) 工程管理でコマツナの品質と信頼の向上 

 

【対象の概況】    

 ＪＡみい小松菜部会 

 （構成員数 16 人 施設面積 27.8ha 出荷量 4,290t）（平成 27 年度） 

   

【要  約】 

   ＪＡみい小松菜部会は、平成 27 年 6 月 18 日に JGAP 団体認証を取得しました。JGAP

とは日本版の農業生産工程管理の基準の一つで、食の安全のみならず生産工程全般に

わたって適正な管理が行われていることを第三者機関が認証するものです。 

   認証に必要なチェック項目は、栽培に使う水の安全性の確認や農作業の手順整備な

ど 138 項目と多岐にわたっています。そのため、

準備に約 3 年をかけて、ようやく認証にいたり

ました。認証機関によると、ＪＡ部会全員によ

る団体認証は、全国でも珍しいとのことです。 

 

【活動内容】 

１ 事務局会議（部会員、ＪＡみい、普及指導セ 

 ンター）を開催し活動の検討や情報交換を実施 

２ チェックリストによる工程管理の支援 

  ○JGAP のルールに基づき、生産から流通までの

各段階でチェック項目を基に、自らの農場を

点検し、確認・改善を支援 

  ○生産現場で行った品質向上にかかる主なチェ

ック項目は、次のとおりです。 

   ・農場内における責任分担の明確化 

   ・土壌診断の実施による適正な肥培管理 

   ・使用農薬一覧表を作成し使用 

   ・ドリフト対策として、周辺生産者との情報交 

  換や風向き等を考慮 

   ・農薬散布機の使用後洗浄の徹底 

   ・異物混入を防止するため、包装資材の適正管 

理および作業手順に則した収穫作業 

  ○生産現場以外では、栽培履歴や資材の在庫管理表を記帳し、次年度の作付け計画に

役立てました。 

 

【これからの取組み】 

今 後 も 、 部 会 員 と 協 議 し 、 適 正 な 農 業 生 産 や 信 頼 さ れ る 産 地 育 成 に 向 け 、

支援します。 

（野菜花き課 野菜第一係） 

コマツナの収穫作業 

農薬一覧表等の掲示 
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(２) 博多和牛素牛産地の育成 

【対象の概況】    

久留米和牛改良研究会 (平成 27年 7月現在) 

項   目 
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13 参考資料 

（１）平成 27 年の気象  

平成 27年の管内の気象は、年平均気温 17.1℃(平年 16.3℃)でやや高く。

年降水量は 2063mm(平年 1844.7mm)と多く、日照時間は 1874 時間 (平年

1972.0 時間)でやや多かった（アメダス久留米）。 

 気温は、2月から 3月上旬まで低かったが、6月上旬までは暖かく推移し、

6 月以降は平年より低く、8 月上旬を除いては冷夏であった。10 月以降は

平年より高く推移した。 

 降水量は 6 月上旬から 8 月上旬にかけて平年より少なかったが 8 月中下

旬は平年より多かった。 

 日照時間は 1 月、3 月、5 月は多かったが、6 月から 7 月にかけて少なか

った。この期間は気温も低かったため、低温、日照不足により、いもち病

の発生や作物の生育不良等の影響が発生した。 

 

 気 温 

降水量 

日照時間 

気温 

降水量 

日照時間 
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２７年度の主な気象災害の状況 

 

1.春先の低温による被害 

暖冬の影響で生育が早まっていたところに、3 月 25、26 日の早朝の低温により

イチジクを中心に発芽障害が発生した。写真 1は、4月になっても発芽しない状況、

写真 2 は、対策として、主枝の切り戻しを行って仕立て直している状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.台風 15 号による被害 

 ８月 25 日の台風 15 号により、施設栽培でハウスの倒壊や被覆ビニールの破損が

発生した。露地野菜では、葉の損傷や倒伏が発生した。果樹では、落葉や果実の落

下が発生した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.大雪、低温による被害 

 1 月 24、25 日、大雪と最低気温－6.5℃を記録する寒波に見舞われたために、露

地野菜や果樹幼木・苗に低温害やトンネル栽培において、トンネルが雪により潰れ、

ハウス施設の倒壊、灌水施設の破損等の被害が発生した。 

 

  

写真 1 イチジク発芽不良の状況 写真 2 イチジク主枝の仕立て直し 

写真 3 倒壊した軟弱野菜ハウス 写真 4 落下したナシの果実 

写真 5 倒壊した花き鉢物栽培ハウス 写真 6 潰れたリーフレタス 

のトンネル 
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（２）平成 27年度の主な展示ほ概要 

対象作物 課 題 名 市町村 結 果 の 概 要

水稲

飼料用米「ミズホチカラ」の
多収栽培体系の確立
（省力施肥体系、品種比
較）

うきは市

　基肥一発肥料を用いた省力区は、分施区に比べて肥料
代が約3,000円/10a程度高くなったものの、収量が2%増え
た(553kg/10a)ことから、約1,000円/10aの収入減にとど
まった。
早期収穫を目的に行った品種比較では、「ツクシホマレ」は
「ミズホチカラ」に比べ収穫期が18日早く、収量が約10%多
かった（592kg/10a）ことから、約11,000円/10aの収入増と
なった。

水稲
飼料用米「ミズホチカラ」の
多収栽培体系の確立
（栽植密度の検討）

小郡市

　栽植密度を３水準(40株/坪、50株/坪(慣行）、60株/坪）
で検討したところ、栽植密度が増すにつれ、収量は増加し
た。栽植密度増加には資材費等の生産コスト増が伴うが、
収量増により交付金が増額するため、収益性は向上した。

小麦
硬質小麦「ミナミノカオリ」
高品質省力生産のための
施肥体系の確立

久留米市
田主丸町

　慣行区（基肥＋追肥２回＋穂揃い期硫安）に比べ、追肥
一発肥料「硬質小麦専用3004」を40kg/10a施用した区で
は、肥料代が約3,000円/10a高くなったが、収量が10%増え
た（399kg/10a）ことから、収入は5,500円/10aの増加となっ
た。
また、追肥一発肥料「硬質小麦専用3004」を30kg/10a＋穂
揃い期に硫安を施用した区では、慣行区に比べ、収量は
同等で、肥料代が約2,000円/10a高くなった。

ホウレンソウ
土壌改良における各種石
灰質資材の酸度矯正効果
の比較調査

久留米市

石灰質資材による土壌酸度矯正効果は、資材の粒径が小
さくなるほど効果が高まることが確認できた。そのため、矯正
が必要なほ場では、作業性より矯正効果の高い剤型を選択
する必要がある。また、土壌ECが高まると、ｐHが下がる傾
向があるため、基肥施用量に注意が必要である。

サラダナ
根腐病抵抗性品種の現地
適応性調査

久留米市 抵抗性は確認できたが、栽培技術に課題が残る。

イチゴ
マルチ前追肥と畝溝追肥
による増収効果の試験

久留米市
（三潴町）

　イチゴ定植後追肥をマルチ被覆前に行っているが、マル
チ前追肥を行っただけ区とマルチ前追肥の後、畝溝に追肥
を行う区を設定し、収量・生育に及ぼす影響を検討した。草
高などの生育状況はどちらも大差なかったが、収穫量は２
月上旬から３月上旬にかけて畝溝追肥区の方が上回って
おり、合計でも多かったことから、畝溝追肥による増収効果
があった。

イチゴ
イチゴ（あまおう）における
二酸化炭素の日中施用の
効果試験

久留米市
（城島町）

　イチゴ栽培における二酸化炭素の施用について早朝の
み（４５分）と早朝＋日中施用区（１５分×３回）の比較を実
施した。その結果、日中施用区の方が早朝施用のみより生
産量の増加が見られたが、二酸化炭素濃度を効率よく外気
以上に保ったためであると思われる。

トルコギキョウ
電照が春出しトルコギキョ
ウ早期出荷に及ぼす効果

小郡市

　定植直後から開花輪発蕾まで、早朝4時間の電照を行っ
た区では、電照を行わない対照区と比較して、発蕾日が早
く、ブラスチング(花芽の生育停止)発生率は少なかった。
　今後、収穫時期や切花品質の調査を行う。
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対象作物 課 題 名 市町村 結 果 の 概 要

アジサイ
県育成アジサイ「筑紫の
風」の手まり性に及ぼす施
肥方法の検討

久留米市

　「筑紫の風」は生産者によって花序の形に差があるため、
施肥方法と装飾花の数の関係性を検討する。
6月上旬に140日タイプの置肥3g、10月上旬に70日タイプ
の置肥1gを施用した区が、枝の充実、枝数、コンパクトな草
姿を兼ね備えた苗となった。

カ  キ
フジコナカイガラムシの発
生予察

うきは市

　フェロモントラップによりフジコナカイガラムシの雄の発生
状況を調査することで、第１世代の幼虫の発生ピークを推測
できた。今後、調査箇所数を増やし、フジコナカイガラムシ
の防除に活用する。

カキ
｢秋王｣のジベレリン処理
濃度の違いによる果皮障
害に及ぼす影響

うきは市
久留米市

　平成27年は、晴天時にジベレリン処理を行い、処理後は
薬液を振るい落としたため果皮障害は発生しなかった。こ
のため、ジベレリン処理濃度の違いによる果皮障害の差は
認められなかった。

カキ
環状剥皮が｢秋王｣の着果
率に及ぼす影響

うきは市

　｢秋王｣の幼木で満開後20日後に環状はく皮を実施すると
無処理区に比べ着果率は高くなった。ただし、樹勢が非常
に強い場合は、充分な効果は得られないため今後は処理
方法等の更なる検討が必要。

カキ
カキのフジコナカイガ
ラムシの発生状況と今
後の対策

うきは市
久留米市

　収穫時にフジコナカイガラムシの寄生が多かった園は、4
月下旬時点で既に寄生が多かった。このため、収穫時にフ
ジコナカイガラムシの発生が多かった園では、翌年の弱齢
幼虫発生期の4月上・中旬からの防除を行い、越冬密度を
低下させる必要がある。

カキ
フジコナカイガラムシ
の交信撹乱剤設置密度
の検証

うきは市

フジコナカイガラムシの産卵抑制対策に交信撹乱剤を用
い、剤の設置密度と園の状況による産卵抑制効果の検証を
行い効果があることが実証された。次年度も交信撹乱剤の
早期実用化に向け病害虫部と連携調査を行う。

ナシ
ジョイント栽培による省力
化栽培の推進

うきは市
久留米市

ジョイント園を活用し、講習会、女性部、青年部の研修会で
理解や、技術習得ができた。

飼料イネ
 極短穂型WCS用イネ「た
ちすずか」生産における
省力施肥法の比較検討

久留米市
朝倉市

　窒素溶出パターンの異なる２種の一発肥料（従来から使
用されている肥料を「慣行区」、たちすずか専用に開発され
た肥料を「専用区」とする）を用いた結果、10a当たりの収量
は生草収量で慣行区3,920に対して専用区3,501kg、乾物
収量で同1,537、同1,325kgであった。穂重割合は同23.3お
よび同19.6%であった。
　管内別地区で同様の栽培を行ったが、生育状況や生草
および乾物収量は慣行区と展示区の結果が逆転したた
め、両肥料の相違を明確に結論づけることはできなかった。

イタリアンラ
イグラス

イタリアンライグラス新品種
「きららワセ」の性能調査

久留米市
朝倉市

　10月中のは種が望まれるイタリアンライグラスにおいて、そ
れ以降には種がずれ込んでも収量低下が少ないとされる新
品種の性能を調査中。

 

 

 



- 19 - 

（３）平成 27 年度 普及活動情報一覧 

   平成 27 年度に普及指導センターがホームページなどで広く提供した情報です。 

No. タイトル 執筆係 作成日

1
酪農家が自慢の子牛を出品！
乳牛改良同志会主催「甘木朝倉ベビーショー」開催

畜産係
4月8日

2
小麦の品質向上にむけて
ＪＡにじ麦部会設立後、初の穂揃い期管理講習会を開催

水田農業係
4月13日

3
柿部会の販売目標17億円以上を達成
ＪＡにじ柿部会が生産販売反省会・総会を開催

果樹係
4月24日

4
”Hydrangers　FUKUOKA”始動
アジサイの技術向上・高品質生産を目指します！！

花き係
5月8日

5
小学生がブドウのふさ作りを体験
ブドウ園で農作業体験教室を実施

果樹係
5月27日

6
今年も大きな柿になってね！
大玉生産に向けて摘蕾作業実施

果樹係
5月27日

7
切り花品質を確かなものに
JAにじ花部会が日持ち性向上対策品質管理認証を取得！！

花き係
5月29日

8
加温ハウスモモ、高品質で出荷ピーク！
JAくるめハウスモモ研究会が出荷最盛期を迎える

果樹係
6月4日

9
吉井町養豚組合に全国農業コンクール久留米市局長賞
循環型農業で地域ブランドを展開

畜産係
6月15日

10
父の日には牛乳(ちち)を贈ろう！
 酪農女性部が牛乳消費拡大PRを実施

畜産係
6月17日

11
秋には、大きく紅い柿を消費者へ！
柿部会で夏季管理指導会を実施

果樹係
6月18日

12
ブランド米づくりを支援
ＪＡくるめにおいて水稲「元気つくし」の栽培講習会を開催

水田農業係
6月19日

13
「ラー麦」収穫！
ラーメン用小麦品種「ちくしＷ２号」は今年も適期に収穫終了

水田農業係
6月19日

14
園芸農業における経営強化に向けて
三井地区企業的農業経営研修会の開催

地域係
6月24日

15
おいしいトウモロコシが収穫できたかな？
ＪＡみいスイートコーン部会が消費者交流会を実施

野菜第二係
6月30日

16
安全・安心なパセリづくりに取り組んでいます！
反射マルチを活用した害虫防除

野菜第一係
7月6日

17
おいしいデラウェアを探せ！
ブドウの収穫体験学習を実施

果樹係
7月15日

18
新鮮なニラをお届けします
ニラのパッケージ内のガス濃度調査を実施

野菜第一係
7月22日

19
６次化の支援に向けて研鑽
ＪＡにじ管内農業振興協議会研修会を開催

地域係
7月27日

20
女性農業者経営ビジョン策定研修を開講！
平成２７年度女性の視点を活かした農業経営発展支援事業

地域係
7月27日

21
「元気つくし」の高品質・高収量を目指して
JAにじ管内で中間管理講習会を開催

水田農業係
8月4日

22
小松菜部会の技術・経営相談会を開催
安定した産地を目指し、土壌と経営を振り返る。

野菜第一係
8月5日

23
女性農業者の積極的な経営参画を目指して
第２回女性農業者経営ビジョン策定研修を開催

地域係
8月10日

24
がんばってます！！畜産新規就農者
新技術導入による経営安定支援

畜産係
8月25日

25
「継続は力なり」全国大会出場決定！
第46回福岡県酪農研究会で大石信氏が優秀賞を受賞

畜産係
9月1日

26
飼養者と牛の安全を守るために
ロープワーク講習会を開催

畜産係
9月1日

27
信頼される小松菜産地を目指して
JAみい小松菜部会　JGAP団体認証を取得

野菜第一係
8月27日

28
磨いた知識と鍛えた身体を競い合う
朝倉ブロック農業青年技術交換大会を開催

地域係
9月16日

29
女性農業者が土壌とＩＣＴについて学ぶ
三井地区女性農業者経営セミナーを開催

地域係
9月14日  
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No. タイトル 執筆係 作成日

30
自給粗飼料のさらなる品質向上に向けて
朝倉事業所イタリアンライグラスサイレージ共励会の開催支援

畜産係
9月17日

31
機械操作につよい女性農業者を目指して！
第３回女性農業者経営ビジョン策定研修を開催！

地域係
9月28日

32
経営のヒントを先進経営者に学ぶ
三井地区雇用型経営研修会を開催

地域係
10月9日

33
カキ「秋王」いよいよ消費者へ！
カキ「秋王」出荷説明会を開催

果樹係
10月9日

34
小郡市・大刀洗町「新規就農者のつどい」を開催
先輩農業者と交流し、地域との繋がりを深める

花き係
10月13日

35
トルコギキョウの出荷スタート！
JAみいトルコギキョウ販売会議を開催

花き係
10月19日

36
外食産業や消費者の視点を学ぶ
久留米地区指導農業士研修会を開催

役付き
10月23日

37
花の流通最前線を学ぶ
久留米市農振協で花きの販売事例調査を実施

花き係
10月26日

38
今年の冷蔵柿の出来栄えは上々
冷蔵柿収穫前のチェック

果樹係
11月1日

39
リーフレタス基礎講座を開催
くるめのリーフレタスは、若い力で元気いっぱい

野菜第一係
11月5日

40
小麦の高位平準化を目指して
ＪＡにじ麦部会播種前生産者大会を開催

水田農業係
11月9日

41
相互連携による商品開発で、農業振興を！
三井地区農業振興大会を開催

地域係
11月10日

42
果実の高品質生産を目指して
ＪＡにじ農産物品評会　果実の部

果樹係
11月16日

43
女性農村アドバイザーOBが「農業功労者」に輝く！
ふるさとくるめ農業まつりで表彰

地域係
11月11日

44
うきは市「新規就農者のつどい」を開催
新規就農者間の繋がりを深め、レベルアップ！

水田農業係
12月3日

45
牛乳・酪農のことをもっと知ってもらおう
あさくらきてみん祭で酪農家自らが牛乳PR活動を実施

畜産係
12月4日

46
青年農業者が日々の活動成果を発表
久留米地域青年農業者会議を開催

地域係
12月8日

47
女性就農希望者の研修がスタート
うきは市トマトロックウールハウスで農業研修

地域係
12月9日

48
青年酪農家が経営改善の成果を発表！
第67回日本酪農研究会で努力賞を受賞

畜産係
12月8日

49
ブドウ部会が高品質化で目標達成
JAくるめブドウ部会が生産販売反省会を開催

果樹係
12月16日

50
より安全・安心農産物な生産を目指して
ふくおかエコ農産物交流会の開催

役付き
12月16日

51
農事組合法人ホウレンソウ出荷始まる
(農)アグリふるかわ一工程化播種機を導入し作付拡大中

野菜第一係
12月14日

52
九州内外の女性農業者が農業機械研修を受講
夢ある‘農業女子’応援Project in九州が開催

地域係 12月18日

53
おいしい柿は冬の生産管理から！
カキ冬期管理指導会の開催

畜産係
12月24日

54
集落営農法人の経営を強化しよう！！
「法人経営力強化研修会」を開催

水田農業係
1月15日

55
小学校で柿の出前教室を開催
福岡県のカキはすごい！

果樹係
1月19日

56
野菜産地拡大に向けた新たな取り組み
ＪＡにじがホウレンソウの出荷調製作業を開始

野菜第一係
1月21日

57
カキの「雇用型経営」を目指して！！
久留米市シルバー人材センター援農隊員を対象にせん定講習会を開催

果樹係
1月27日

58
「雇用型経営」の実現を目指して！！
「イチゴ」「リーフレタス」の農作業講習会を開催

地域係
2月3日

59
久留米市で青年就農者現地研修を開催
地域の先進的な経営を学ぶ

地域係
2月9日

60
果樹の防除はこれで大丈夫！！
ＪＡにじ果樹防除暦説明会の開催

果樹係
2月5日  
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（４）受賞実績 

ה ה

╕≈╡
⁷

　JAみいの初代小松菜部会長を務
めるなど産地育成に大きく貢献され
ている。

╕≈╡
⁷

　南筑後地区女性農業機械士会の
設立など、女性農業者の技術力向
上に貢献されている。

╕≈╡
⁷

　経営の法人化や搾乳ロボットシステ
ムの導入等の先進的な取り組みや、
耕種農家と連携して大規模な自給飼
料生産を取組み、地域農業に貢献し
ている。

27
⅝ ─ ⁷

品目・品種
ガーベラ・パスタオランダ

27
⅝ ─ ⁷

品目・品種
ニューサイラン

64 ◖fi◒כꜟ
  ブランド豚肉「耳納いっーとん」の地
産地消を促進するとともに、地域内
での循環型農業を推進したことが高
く評価された。

℮⅝│

67
⁷

  「企業的な酪農経営の確立」を目指
し、関係機関と連携してPDCAサイク
ルによる数値に基づく経営管理を
行っていることが高く評価された。

14 ⱱꜟ☻♃▬fi
7 1

  乳牛の改良・飼養管理の成果が認
められた。
ミドルランドデッカークストー号

14 ⱱꜟ☻♃▬fi
14 1

  乳牛の改良・飼養管理の成果が認
められた。
スターリングランチランバダゴールド
ウィン号

51
─ ⁷

枝肉重量555.8kg　A5等級
ロース芯面積101c㎡
BMSNo.12
質・量を兼ね備えた枝肉生産

27
◖fi◒כꜟ

╖™
( ◓fiꜞכꜝ◌(

ⱨ▪כⱶ

商品名
さくらんぼ大根のやさしい酢漬け

27
◖fi◒כꜟ ( )

商品名
おやさいディップ
－つけて食べるドレッシングー

27 4 ⅛╠ 28 3 ╕≢─ ≢ ─ ⌐╟╢ ⌐⅔™≡ ╩
ה√↑ ↑╢ ⁸ ה  

気 温 

降水量 

日照時間 
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（５） 普及指導センターの活動体制 

 

センター長  
林 信行 

 

  
参事 志岐 秀雄 

  

 

   

地域振興課長 

行徳 政比古 
 

野菜花き課長 

増永 哲也 

（６次産業化・ 

通信販売・GAP） 

 

果樹畜産課長 

平山 善弘 

（環境保全・ 

減々・ｴｺ） 

   

        

地域係長 

田尻 輝彦 
 
水田農業係長 

柴田 義弘 
 
野菜第一係長 

菅根真一郎 
 
野菜第二係長 

渡辺 幸志 
 

花き係長 

下村 泉 
 

果樹係長 

中河原憲治 
 

畜産係長 

城内 仁 

        

地 域 

亀田 稔 

木原 裕子 

北島 敬也 

篠原 真由美 

増田 由樹 

 

（男女共同参画） 

事 務 

安達 幸子 

 

 
水田農業 

今園 貴昭 

村上 英子 

岡部 理紗 

市来 洋介 

塩崎 杏子 

 

（農業機械） 

（土壌肥料） 

 
野 菜 

徳永 成生 

久保田 ちさ 

島田 和子 

坂井 佑輔 

 

 

（農薬） 

 
野 菜 

酒井 憲一 

井ノ口 勝也 

田中 睦子 

永松 志朗 

 

 

（病害虫） 

 
花 き 

岳 真由美  

久松 美咲 

輿 花織 

 

 

 

（知的財産） 

（試験研究） 

 
果 樹 

白石 隆久 

今村  豊 

津田 宗一郎 

松下 竜一 

 

 

（鳥獣害） 

 
畜 産 

池田 元彦 

主税 裕樹 

須﨑 優里 

 注：（ ）は、所の窓口業務 
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（６） 久留米普及指導センター位置図 

〒８３９－０８２７
久留米市山本町豊田１５０６－１９

FAX　０９４２－４７－５１０５
TEL　０９４２－４７－５１０１

道の駅くるめ

久留米

普及指導センター

全農

ふくれん

久留米

花き園芸

農協

福岡県農林業総合試験場資源活用研究センター
スパリゾートホ

テル跡

西鉄

久留米 ﾊﾞｽ停

緑花ｾﾝﾀｰ前
ﾊﾞｽ停

津遊川

久留米市緑花流通ｾﾝﾀｰ

柳

坂

曽

根

は

ぜ

並

木

は

ぜ

並

木

久留米市

植木農協

国道２１０号線

ＪＲ久大線

普及センターへは

２０番吉井又は

うきは行き乗車

Ｎ

 

 

〒839-0827 

久留米市山本町豊田 1506-19 

TEL 0942-47-5101 

FAX 0942-47-5105 

 

 

 

 

 

   福岡県行政資料 

分類番号 所属コード 

ＰＡ 4703224 

登録年度 登録番号 

27 0001 


